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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第2四半期連結累計期間（平成26年4月1日～平成26年9月30日）におけるわが国経済は、４月の消費税増税によ

る個人消費などへの影響はあったものの、金融緩和をはじめとした経済政策の効果を背景として景気回復に向けた

動きが引き続き見られました。また、欧州地域や中国経済の先行きには不透明感はあるものの、米国経済は回復基

調にあり海外経済も総じて緩やかに拡大を続けました。 

倉庫物流業界では荷動きに回復の兆しが見られるものの企業間競争の激化などがあり、また不動産業界ではオフ

ィス空室率は改善傾向にある一方、賃料水準は都心部で一部上昇傾向にあったものの地域格差もあり本格的な回復

には至らず、引き続き厳しさの残る事業環境でありました。 

このような事業環境のもと、当社グループは、物流事業ではお客様の物流アウトソーシングニーズを積極的に開

拓する営業を展開してきました。その一環として、「メディカル物流ユニット」を設置しメディカル分野における

一層の取扱い拡大を図るとともに、ＩＴ機器関連の取扱いに特化した「ＩＴキッティングユニット」の設立などを

行いました。また、不動産事業では空室改善に向け新規テナント誘致による既存施設の稼働率向上に努めるととも

に大型工事の受注に注力いたしました。 

当第2四半期連結累計期間における当社グループの業績は、営業収益では、物流事業、不動産事業とも前年同期

比で増収となり、前年同期比970百万円増（5.6％増）の18,353百万円となりました。営業利益では、不動産賃貸料

の減少や新規施設稼働に伴う減価償却費の増加などもあり、前年同期比115百万円減（9.3%減）の1,124百万円、経

常利益は前年同期比148百万円減（11.0%減）の1,206百万円、四半期純利益は投資有価証券売却益があり、前年同

期比8百万円減（1.0％減）に止まり831百万円となりました。 

セグメントの業績は、次の通りです。 

物流事業では、新規取引の開始や既存顧客の取引拡大などにより倉庫作業料、陸運料などで増収となり、営業収

益は前年同期比630百万円増（4.3%増）の15,290百万円、セグメント利益は減価償却費や租税など営業原価の増加

により前年同期比10百万円減（1.0％減）の1,071百万円となりました。 

不動産事業では、営業収益は大型工事の受注増加により前年同期比252百万円増（8.3％増）の3,279百万円とな

りましたが、セグメント利益は空室の発生による不動産賃貸料の減少により前年同期比128百万円減（12.1%減）の

930百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況 

当第2四半期連結会計期間末の総資産は、投資有価証券の時価評価が減少したことにより前連結会計年度末に比

べ6,637百万円減の107,976百万円となりました。 

負債については、会計方針の変更に伴う退職給付会計基準等の適用により退職給付に係る負債の増加がありまし

たが、投資有価証券の時価評価減少に伴う繰延税金負債の減少及び、長期借入金の減少により前連結会計年度末に

比べ2,753百万円減の49,229百万円となりました。 

純資産については、会計方針の変更に伴う退職給付会計基準等の適用により期首剰余金を減額したことに加え、

その他有価証券評価差額金の減少により前連結会計年度末に比べ3,883百万円減の58,747百万円となりました。以

上の結果により自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ0.3ポイント減の54.2％となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ367百万円増の4,002百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益や減価償却費の資金留保等により2,189百万

円の資金増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の売却による収入がありましたが、固定資産の取得により

344百万円の資金支出となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長期借入金の返済による減少により1,471百万円の資金支出となり

ました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年3月期の連結業績予想につきましては、平成26年10月1日の「業績予想の修正に関するお知らせ」で公表

いたしました通期の連結業績予想に変更はありません。

 

- 2 -

安田倉庫株式会社 (9324) 平成27年３月期 第２四半期決算短信



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

   （退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給

付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更並びに割引率の決定方法を割引率決定の基礎

となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払

見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が497百万円増加し、利益剰余金が320百万

円減少しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 

 

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,684 4,035 

受取手形及び営業未収金 4,557 4,701 

繰延税金資産 279 281 

その他 414 482 

貸倒引当金 △2 △2 

流動資産合計 8,932 9,498 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 30,588 30,246 

機械装置及び運搬具（純額） 680 673 

工具、器具及び備品（純額） 450 469 

土地 20,731 20,778 

建設仮勘定 6 13 

有形固定資産合計 52,458 52,181 

無形固定資産    

借地権 1,016 1,016 

その他 304 365 

無形固定資産合計 1,321 1,381 

投資その他の資産    

投資有価証券 50,106 43,191 

繰延税金資産 553 552 

その他 1,270 1,200 

貸倒引当金 △28 △28 

投資その他の資産合計 51,901 44,915 

固定資産合計 105,680 98,478 

資産合計 114,613 107,976 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

営業未払金 2,220 2,426 

短期借入金 4,462 4,552 

1年内返済予定の長期借入金 5,526 5,210 

未払法人税等 415 356 

未払費用 791 846 

その他 882 1,216 

流動負債合計 14,299 14,608 

固定負債    

長期借入金 15,017 13,987 

繰延税金負債 16,787 14,306 

退職給付に係る負債 1,730 2,168 

長期預り敷金保証金 3,726 3,759 

その他 421 398 

固定負債合計 37,683 34,620 

負債合計 51,982 49,229 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,602 3,602 

資本剰余金 2,790 2,790 

利益剰余金 26,091 26,389 

自己株式 △5 △5 

株主資本合計 32,478 32,776 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 29,928 25,740 

為替換算調整勘定 22 12 

退職給付に係る調整累計額 △7 6 

その他の包括利益累計額合計 29,943 25,759 

少数株主持分 208 211 

純資産合計 62,630 58,747 

負債純資産合計 114,613 107,976 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業収益    

保管料 3,004 3,002 

倉庫作業料 2,858 3,274 

陸運料 4,069 4,412 

国際貨物取扱料 3,067 2,812 

物流賃貸料 816 864 

不動産賃貸料 2,181 2,001 

その他 1,384 1,985 

営業収益 17,383 18,353 

営業原価    

作業費 7,244 7,635 

人件費 2,799 2,958 

賃借料 987 916 

租税公課 413 434 

減価償却費 988 1,064 

その他 2,459 2,987 

営業原価 14,891 15,997 

営業総利益 2,491 2,355 

販売費及び一般管理費    

報酬及び給料手当 633 617 

福利厚生費 90 94 

退職給付費用 29 30 

減価償却費 36 35 

支払手数料 168 174 

租税公課 32 33 

その他 260 246 

販売費及び一般管理費合計 1,251 1,231 

営業利益 1,240 1,124 

営業外収益    

受取利息 0 1 

受取配当金 179 212 

雑収入 89 15 

営業外収益合計 268 229 

営業外費用    

支払利息 145 136 

雑支出 8 10 

営業外費用合計 153 147 

経常利益 1,354 1,206 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

特別利益    

固定資産売却益 1 0 

投資有価証券売却益 － 103 

特別利益合計 1 104 

特別損失    

固定資産廃棄損 30 31 

特別損失合計 30 31 

税金等調整前四半期純利益 1,325 1,279 

法人税、住民税及び事業税 396 438 

法人税等調整額 88 2 

法人税等合計 484 441 

少数株主損益調整前四半期純利益 841 837 

少数株主利益 2 6 

四半期純利益 839 831 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 841 837 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 13,665 △4,188 

為替換算調整勘定 25 △13 

退職給付に係る調整額 － 14 

その他の包括利益合計 13,691 △4,187 

四半期包括利益 14,532 △3,349 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 14,525 △3,352 

少数株主に係る四半期包括利益 7 3 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 1,325 1,279 

減価償却費 1,024 1,100 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － △37 

受取利息及び受取配当金 △179 △213 

支払利息 145 136 

固定資産売却損益（△は益） △1 △0 

固定資産廃棄損 30 31 

投資有価証券売却損益（△は益） － △103 

売上債権の増減額（△は増加） 73 △154 

仕入債務の増減額（△は減少） △17 225 

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △116 33 

その他 △30 320 

小計 2,260 2,616 

利息及び配当金の受取額 179 213 

利息の支払額 △147 △138 

法人税等の支払額 △642 △501 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,648 2,189 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △24 △4 

定期預金の払戻による収入 － 19 

有形固定資産の取得による支出 △1,197 △746 

有形固定資産の売却による収入 1 1 

無形固定資産の取得による支出 △41 △121 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

投資有価証券の売却による収入 － 524 

その他 △49 △15 

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,311 △344 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 1,100 1,080 

短期借入金の返済による支出 △1,002 △990 

長期借入れによる収入 2,700 1,600 

長期借入金の返済による支出 △3,126 △2,946 

配当金の支払額 △212 △212 

その他 △0 △3 

財務活動によるキャッシュ・フロー △541 △1,471 

現金及び現金同等物に係る換算差額 12 △6 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △190 367 

現金及び現金同等物の期首残高 3,336 3,634 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,145 4,002 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２   物流事業 不動産事業 計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 14,650 2,732 17,383 － 17,383 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
9 294 304 △304 － 

計 14,660 3,026 17,687 △304 17,383 

セグメント利益 1,082 1,058 2,140 △900 1,240 

（注）１．セグメント利益の調整額△900百万円には、セグメント間取引消去△28百万円、各報告セグメン

        トに配分していない全社費用△871百万円が含まれております。全社費用は、親会社の総務部門

    等、管理部門に係る費用であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

（注）２   物流事業 不動産事業 計 

営業収益          

外部顧客への営業収益 15,283 3,070 18,353 － 18,353 

セグメント間の内部 

営業収益又は振替高 
7 209 216 △216 － 

計 15,290 3,279 18,570 △216 18,353 

セグメント利益 1,071 930 2,001 △877 1,124 

（注）１．セグメント利益の調整額△877百万円には、セグメント間取引消去△19百万円、各報告セグメン

        トに配分していない全社費用△857百万円が含まれております。全社費用は、親会社の総務部門

    等、管理部門に係る費用であります。

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（重要な後発事象）

当社の連結子会社である安田運輸株式会社（以下「安田運輸㈱」）は、平成26年3月26日開催の取締役会決議に基

づき、以下のとおり、平成26年10月１日付で高木工業物流株式会社（以下「高木工業物流㈱」）の全株式を取得しま

した。

１．株式取得の目的

安田運輸㈱は、一般輸配送業務をはじめとして、オフィス移転業務、ＩＴサポート業務、医薬品配送業務などを行

っております。東京、神奈川、大阪を重点サービスエリアとして、パートナー会社とアライアンスを組み、全国への

配送を展開しております。一方、高木工業物流㈱は、関東、関西、九州に拠点を置き、小型車輌から大型車輌までを

取り揃え全国への配送を展開しており、特に関東～関西間の配送に強みを持っております。

こうした高木工業物流㈱が持っているノウハウ、インフラを、安田運輸㈱の保有するサービスメニューと有機的に

結合させることで、配送ネットワークの拡大、輸送力の強化を図ることができるとの判断に至り、安田運輸㈱は高木

工業物流㈱の株式を取得しました。

 

２．株式取得の相手先の名称

   高木工業株式会社

 

３．買収する会社の名称、事業内容、規模

（１） 名称 高木工業物流株式会社 

（２） 事業内容 一般貨物自動車運送事業、業務請負・人材派遣事業など 

（３） 資本金 20百万円 

   （注）なお、高木工業物流㈱は、平成26年8月1日に高木工業株式会社の物流部門を分社化し設立されています。

 

４．株式取得日

  平成26年10月1日

 

５．取得する株式の数、取得価額及び取得後の持分比率

（１）
取得株式数及び

取得価額

400株

（議決権の数：400個）

取得価額            ：400百万円

アドバイザリー費用等      ：  5百万円

合計              ：405百万円

（２） 取得後の持分比率  100%

 

- 11 -

安田倉庫株式会社 (9324) 平成27年３月期 第２四半期決算短信


